
1
 
序
 
 

北
貌
は
天
人
思
想
が
膿
厚
に
お
こ
な
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
 
 

天
人
思
想
と
は
、
浬
代
の
天
人
思
想
、
と
く
に
董
仲
野
の
「
天
人
感
応
」
 
 

（
1
）
 
 

に
よ
っ
て
原
型
が
示
さ
れ
た
も
の
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
 
 

天
象
に
示
さ
れ
る
災
巽
や
祥
瑞
が
、
人
間
社
会
の
出
来
事
と
対
応
関
係
 
 

に
あ
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
天
象
を
観
測
 
 

す
る
こ
と
を
通
じ
て
未
来
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
 
 

そ
れ
に
よ
っ
て
国
家
の
政
治
の
方
向
も
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゆ
 
 

え
に
、
天
人
思
想
に
精
通
す
る
こ
と
は
、
政
治
運
営
上
、
非
常
に
東
大
 
 

な
要
素
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
 
 
 

鮮
卑
族
の
北
親
政
権
が
こ
の
天
人
思
想
を
受
容
す
る
契
機
は
、
道
武
 
 

帝
が
幼
年
時
代
に
長
安
で
十
年
間
の
放
浪
生
活
を
送
り
、
禅
文
化
を
学
 
 

（
ウ
ニ
 
 

び
、
天
文
（
天
人
思
想
）
を
学
ん
だ
こ
と
に
あ
っ
た
。
『
末
書
』
 
「
索
膚
 
 

さ
と
 
 

伝
」
に
「
開
（
道
武
帝
）
、
頗
る
学
問
有
り
、
天
文
を
暁
る
」
と
あ
り
、
 
 

ま
た
 
『
北
魂
』
 
「
太
祖
紀
」
に
も
、
「
天
人
の
合
会
、
帝
王
の
業
は
、
夫
 
 

荏
浩
 
「
天
人
思
想
」
 
考
 
 

れ
畳
に
虚
し
く
応
ぜ
ん
や
…
…
天
命
の
易
ら
ざ
る
を
審
ら
か
に
し
、
徴
 
 

応
の
溜
授
を
察
す
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
太
史
が
天
文
錯
乱
に
つ
い
て
上
 
 

し
ば
 
 

奏
し
た
際
、
道
武
帝
は
 
「
故
に
致
し
ば
官
号
を
革
め
、
一
は
凶
絞
を
防
 
 

塞
せ
ん
と
欲
し
、
二
は
災
を
消
し
変
に
応
ぜ
ん
と
欲
」
し
た
と
い
う
。
 
 

こ
の
よ
う
に
、
天
人
思
想
は
開
国
初
期
以
来
、
北
醜
に
お
け
る
政
治
的
 
 

判
断
の
ひ
と
つ
の
重
要
な
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
道
武
帝
の
天
 
 

人
思
想
は
、
後
帝
た
ち
に
も
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 

T
エ
 
 
 

桂
浩
（
三
八
一
－
四
五
〇
）
は
、
北
貌
初
期
の
滞
族
大
臣
で
あ
っ
た
。
 
 

彼
は
天
人
思
想
を
か
り
て
自
分
の
政
治
的
主
張
を
行
い
、
ま
た
す
ぐ
れ
 
 

た
軍
事
的
才
能
に
よ
っ
て
政
権
内
に
お
い
て
枢
要
な
地
位
を
占
め
て
い
 
 

た
。
史
書
に
よ
る
彼
の
事
績
の
評
価
は
、
「
天
人
の
際
」
 
に
よ
く
通
じ
 
 

て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
『
貌
苔
』
 
「
捏
浩
伝
」
 
に
 
 

「
浩
、
天
人
の
際
を
綜
敬
し
、
其
の
綱
紀
を
挙
げ
、
諸
の
処
決
す
る
所
、
 
 

多
く
巌
の
応
ず
る
こ
と
有
り
。
恒
に
軍
国
の
大
謀
に
お
い
て
、
甚
だ
離
 
 

密
を
為
す
」
と
あ
る
。
ま
た
 
『
新
暦
苔
』
に
も
同
様
に
裡
浩
の
天
人
思
 
 

（
1
）
 
 

（
1
）
 
 

想
の
評
価
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
 
『
旧
五
代
史
』
 
『
新
五
代
史
』
 
 

険
 
峰
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で
は
天
人
思
想
に
す
ぐ
れ
た
捏
浩
が
神
霊
と
し
て
祀
ら
れ
た
と
い
う
記
 
 

録
が
あ
る
。
『
新
唐
書
』
 
『
旧
五
代
史
』
 
『
新
五
代
史
』
中
の
捏
浩
と
関
 
 

わ
る
文
献
は
実
は
『
貌
書
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
 
 

て
つ
き
つ
め
る
と
、
葎
浩
の
天
人
思
想
の
存
在
を
認
定
し
た
の
は
 
『
貌
 
 

書
』
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
歴
史
書
の
編
修
過
程
に
お
い
 
 

て
、
撞
浩
の
政
治
的
事
績
を
評
価
す
る
根
底
に
天
人
思
想
が
あ
る
こ
と
 
 

に
つ
い
て
は
疑
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
 
 
 

本
論
は
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
評
価
に
対
し
て
、
あ
ら
た
め
て
『
貌
書
』
 
 

「
捏
浩
伝
」
を
中
心
に
、
彼
の
天
人
思
想
を
分
析
し
、
そ
の
実
際
が
ど
 
 

（
6
）
 
 

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

2
 
雀
浩
の
天
人
思
想
の
展
開
 
 

ま
ず
、
『
貌
書
』
 
「
捏
浩
伝
」
 
に
記
さ
れ
た
天
象
の
事
例
に
よ
っ
て
捏
 
 

浩
の
国
政
の
議
論
に
お
け
る
天
人
思
想
を
見
て
み
る
。
 
 

（
紀
元
四
一
八
年
、
太
宗
泰
常
）
 
三
年
、
彗
星
天
津
を
出
で
て
、
 
 

太
微
に
入
り
、
北
斗
を
経
て
、
紫
徴
に
絡
み
、
天
棺
を
犯
す
。
八
 
 
 

十
鯨
日
に
し
て
、
漢
に
至
り
て
滅
す
。
（
中
略
）
浩
日
く
、
古
人
 
ム
や
止
 
 
に
吉
有
り
。
夫
れ
災
異
の
生
ず
る
は
、
人
に
由
り
て
起
る
。
人
傑
 
 

つ
こ
と
無
け
れ
ば
、
妖
自
ら
作
ら
ず
。
故
に
人
、
下
に
失
す
れ
ば
、
 
 
 

則
ち
欒
は
上
に
見
わ
る
。
天
事
の
恒
象
は
、
百
代
易
ら
ず
。
溺
書
 
 
 

に
載
す
、
王
葬
、
位
を
慕
う
の
前
、
彗
星
の
出
入
す
る
は
、
正
に
 
 

今
と
同
じ
き
な
り
。
国
家
、
主
尊
く
し
て
臣
卑
く
、
上
下
に
序
有
 
 
 

れ
ば
、
民
に
輿
望
無
し
。
唯
だ
僧
皆
卑
削
す
れ
ば
、
主
弱
く
臣
強
 
 

る
い
せ
い
り
よ
う
ち
 
 
 

く
、
累
世
陵
遅
す
。
故
に
桓
玄
追
奪
し
、
劉
裕
椎
を
乗
る
。
彗
学
 
 

は
、
悪
気
の
生
ず
る
所
な
り
。
足
れ
僧
晋
将
に
滅
び
ん
と
し
、
劉
 
 

（
7
）
 
 

裕
之
れ
を
慕
う
の
鷹
と
為
す
な
り
。
 
 

こ
の
程
浩
の
天
象
の
議
論
に
は
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
第
一
に
、
 
 

災
異
の
発
生
が
人
間
の
作
為
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
。
 
 

第
二
に
、
天
象
の
発
生
と
人
間
の
災
異
と
に
周
期
性
を
見
出
し
て
い
る
 
 

こ
と
。
第
三
に
、
王
葬
の
奪
権
前
の
天
象
が
今
の
天
象
と
よ
く
似
て
い
 
 

る
と
い
う
こ
と
。
第
四
に
、
劉
裕
が
奪
権
し
よ
う
と
し
て
い
た
情
勢
に
 
 

お
い
て
、
そ
の
天
象
は
劉
裕
が
政
権
を
奪
う
兆
し
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
、
 
 

で
あ
る
。
荏
浩
は
以
上
の
四
点
の
天
象
か
ら
劉
裕
が
必
ず
政
権
を
奪
う
 
 

に
適
い
な
い
と
い
う
結
論
を
導
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
の
ち
、
劉
裕
 
 

が
政
権
を
奪
っ
た
こ
と
が
、
荏
浩
の
天
象
に
も
と
づ
く
予
言
の
正
確
さ
 
 

を
証
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
以
上
に
見
た
か
ぎ
り
に
よ
る
と
径
浩
は
当
時
の
天
象
予
 
 

見
の
技
術
を
も
ち
い
て
天
象
と
政
治
と
を
み
ご
と
に
結
び
付
け
て
い
た
 
 

か
の
よ
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
『
親
書
』
 
「
劉
裕
列
伝
」
の
泰
常
元
 
 

年
の
記
載
に
よ
れ
ば
 
「
（
司
馬
）
徳
宗
は
 
（
劉
）
 
裕
を
十
郡
に
封
じ
て
 
 

宋
公
と
為
す
。
相
国
、
九
錫
を
加
え
て
、
僧
り
て
観
賞
の
故
事
に
擬
ら
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う
」
と
あ
る
。
こ
の
劉
裕
の
動
向
は
、
西
晋
の
司
馬
炎
が
貌
を
纂
奪
す
 
 

る
過
程
に
よ
く
似
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
劉
裕
が
政
権
を
奪
お
う
と
し
 
 

て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
天
象
が
実
際
に
発
生
し
た
 
 

の
は
太
宗
の
泰
常
三
年
で
あ
り
、
劉
裕
が
葵
際
に
政
権
を
奪
う
の
は
秦
 
 

常
五
年
で
あ
る
。
つ
ま
り
攫
浩
の
政
治
的
予
見
は
、
天
象
が
な
く
と
も
 
 

泰
常
元
年
以
来
の
情
勢
を
適
確
に
判
断
し
て
い
れ
ば
可
能
だ
っ
た
こ
と
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

崖
浩
は
政
治
的
議
論
を
行
う
際
、
経
史
の
文
献
を
引
用
し
て
論
拠
と
 
 

す
る
こ
と
を
好
ん
だ
。
つ
ぎ
に
 
「
捏
浩
伝
」
 
に
見
え
る
彼
の
引
用
文
を
 
 

挙
げ
て
み
る
。
 
 

①
 
太
宗
神
瑞
二
年
 
（
四
一
五
）
、
春
秋
左
氏
博
説
、
神
障
子
宰
、
 
 

其
至
之
日
、
各
以
其
物
祭
也
。
（
出
典
『
春
秋
左
氏
伝
』
 
「
荘
公
 
 

三
十
二
年
」
）
 
 

②
 
太
宗
泰
常
元
年
 
（
四
一
六
）
、
謂
下
荘
刺
虎
、
両
得
之
勢
也
。
 
 

（
出
興
『
論
語
』
 
「
審
問
」
、
『
史
記
』
 
「
張
儀
列
伝
」
、
『
三
国
志
』
 
 

「
親
書
、
張
既
列
伝
」
）
 
 

③
 
太
宗
泰
常
二
年
 
（
四
一
七
）
、
孔
子
日
、
番
人
為
邦
百
年
、
 
 

可
以
勝
機
去
殺
。
（
出
典
『
論
語
』
 
「
子
路
」
）
 
 

④
 
太
宗
泰
常
三
年
 
（
四
一
八
）
、
瀕
書
載
、
王
葬
纂
位
之
前
、
 
 

彗
星
出
入
、
正
典
今
同
。
（
出
興
な
し
）
 
 

①
 
太
宗
泰
常
六
年
（
四
二
こ
、
昔
宋
景
見
災
修
徳
、
炎
惑
退
 
 

舎
。
（
出
興
『
呂
氏
春
秋
』
「
季
夏
紀
第
六
、
制
楽
」
、
『
推
南
子
』
 
 

「
道
応
訓
」
、
『
史
記
』
 
「
宋
微
子
世
家
」
）
 
 

⑥
 
太
宗
泰
常
七
年
 
（
四
二
二
）
、
春
秋
、
曹
士
巧
帥
師
侵
脅
、
 
 

聞
帝
侯
卒
、
乃
週
。
君
子
大
其
不
伐
喪
、
以
為
恩
足
以
感
孝
子
、
 
 

義
足
以
動
諸
侯
。
（
出
典
『
春
秋
左
氏
伝
』
 
「
襲
公
十
九
年
」
、
 
 

『
春
秋
公
羊
伝
』
 
「
裳
公
十
九
年
」
、
『
春
秋
穀
梁
個
』
 
「
襲
公
十
 
 

九
年
」
）
 
 

⑦
 
世
祖
始
光
二
年
 
（
四
二
三
）
、
陽
者
、
徳
也
、
陰
者
、
刑
也
。
 
 

紋
日
蝕
修
徳
、
月
蝕
修
刑
。
（
出
典
『
瀬
書
』
 
「
董
仲
野
伝
」
）
 
 

⑧
 
世
祖
始
光
二
年
 
（
四
二
三
）
、
古
人
語
日
、
非
常
之
原
、
黎
 
 

民
憾
焉
、
及
共
成
功
、
天
下
卓
然
。
（
『
史
記
』
 
「
司
馬
相
如
列
 
 

伝
」
）
 
 

⑨
 
世
祖
太
平
蕪
君
八
年
 
（
四
四
七
）
、
渾
書
地
理
志
桐
、
涼
州
 
 

之
畜
、
為
天
下
焼
。
（
出
典
『
漢
書
』
 
「
地
理
志
第
八
」
）
 
 

「
鍵
浩
伝
」
中
の
九
条
の
う
ち
、
五
条
は
 
「
捏
浩
伝
」
 
に
出
典
が
示
 
 

さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
四
条
の
う
ち
、
三
条
は
出
典
を
調
査
・
確
認
で
 
 

き
る
。
た
だ
第
四
条
に
つ
い
て
は
出
典
が
 
『
漢
書
』
 
と
さ
れ
て
い
る
の
 
 

に
、
『
瀕
苔
』
 
に
は
出
典
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
第
四
条
は
、
経
浩
 
 

が
、
こ
の
天
象
は
劉
裕
が
政
権
を
奪
お
う
と
す
る
兆
し
で
あ
る
こ
と
を
 
 

証
明
す
る
た
め
に
、
王
葬
の
奪
権
を
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

し
か
し
『
博
吉
』
に
こ
の
記
事
も
天
象
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
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捏
浩
の
発
言
は
、
か
な
り
不
確
か
な
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
 
 

わ
ち
、
こ
れ
は
攫
漕
が
真
に
天
人
思
想
に
精
通
し
て
い
た
か
を
疑
わ
せ
 
 

る
も
の
で
あ
る
。
 
 

3
 
天
象
を
議
論
す
る
方
法
 
 

天
人
思
想
に
よ
っ
て
、
政
治
的
議
論
を
行
う
た
め
に
は
、
天
文
に
詳
 
 

し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
『
親
書
』
 
「
高
允
伝
」
に
、
捏
 
 

浩
と
高
允
と
の
天
象
を
め
ぐ
る
議
論
が
載
っ
て
い
る
。
 
 

時
に
、
浩
、
諸
術
士
を
集
め
、
潔
元
以
来
、
日
月
の
薄
蝕
、
五
星
 
 

の
行
度
を
考
校
す
。
井
せ
て
前
史
の
失
を
識
り
、
別
に
貌
暦
を
為
 
 

り
て
、
以
て
允
に
示
す
。
允
日
く
、
天
文
暦
数
は
空
論
す
べ
か
ら
 
 

ず
。
夫
れ
尊
く
遠
き
を
言
う
者
は
必
ず
先
ず
近
き
に
験
す
。
且
つ
 
 

漢
元
年
の
冬
十
月
、
五
星
、
東
井
に
繁
ま
る
は
、
此
れ
乃
ち
暦
術
 
 

さ
と
 
 

の
湧
き
な
り
。
今
、
預
史
を
誠
る
も
、
此
の
謬
り
を
覚
ら
ざ
れ
ば
、
 
 

後
人
の
今
を
議
る
こ
と
猶
お
今
の
古
を
試
る
が
ご
と
き
を
恐
る
、
 
 

あ
や
ま
 
 

と
。
浩
日
く
、
謬
つ
所
と
は
何
を
か
云
う
、
と
。
允
日
く
、
星
博
 
 

を
案
ず
る
に
、
金
水
の
二
星
は
常
に
日
に
附
き
て
行
く
。
冬
十
月
、
 
 

ぴ
き
 
 

日
は
尾
箕
に
在
り
、
昏
に
申
南
に
没
し
、
而
し
て
東
井
は
方
に
寅
 
 

北
に
出
で
ん
と
す
。
二
塁
は
何
に
因
り
て
か
日
に
背
き
て
行
か
ん
。
 
 

足
れ
史
官
、
其
の
事
を
神
に
せ
ん
と
欲
し
、
復
た
こ
れ
を
理
に
お
 
 

い
て
推
さ
ず
。
浩
日
く
、
攣
と
為
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
何
の
可
と
 
 

せ
ぎ
る
所
あ
ら
ん
や
。
君
猫
だ
三
屋
の
架
ま
る
を
疑
わ
ず
し
て
、
 
 

二
星
の
来
る
を
怪
し
む
、
と
。
允
日
く
、
此
れ
空
言
を
以
て
争
う
 
 

可
か
ら
ず
、
宜
し
く
更
に
之
れ
を
審
ら
か
に
す
べ
し
。
（
中
略
）
 
 

さ
い
よ
 
 

後
、
歳
鯵
、
浩
、
允
に
謂
い
て
日
く
、
先
に
論
ず
る
所
の
者
は
、
 
 
 

本
よ
り
心
を
注
が
ず
。
更
に
考
究
す
る
に
及
び
、
果
し
て
君
の
語
 
 

の
如
し
。
前
の
三
月
を
以
て
東
井
に
緊
ま
る
な
り
。
十
月
に
非
ぎ
 
 

T
エ
 
 

る
な
り
 

捏
浩
が
歴
書
を
改
め
よ
う
と
し
た
と
き
、
高
允
が
そ
れ
に
反
対
し
た
。
 
 

理
由
は
天
文
歴
術
は
空
論
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
高
 
 

允
は
 
『
星
伝
』
を
引
用
し
っ
つ
、
「
漠
元
年
の
冬
十
月
、
五
星
、
束
井
 
 

に
衆
ま
る
」
は
、
「
此
れ
乃
ち
暦
術
の
浅
き
な
り
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
 
 

年
、
劉
邦
が
秦
に
攻
め
入
る
天
意
を
示
す
た
め
に
 
「
史
官
、
其
の
事
を
 
 

神
に
せ
ん
と
欲
し
、
復
た
こ
れ
を
理
に
お
い
て
推
さ
」
な
か
っ
た
か
ら
 
 

で
あ
る
と
論
証
す
る
。
し
か
し
在
浩
は
 
「
轡
と
為
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
 
 

何
の
可
と
せ
ぎ
る
所
あ
ら
ん
や
」
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
自
分
の
星
辰
 
 

解
釈
の
ど
こ
が
悪
い
の
か
、
あ
な
た
の
方
こ
そ
、
た
い
し
て
重
要
で
は
 
 

な
い
星
象
を
重
視
し
て
い
る
だ
け
だ
、
と
反
論
し
て
い
る
。
だ
が
そ
の
 
 

の
ち
、
荏
浩
は
自
分
の
天
象
に
対
す
る
計
算
が
間
遠
っ
て
い
た
こ
と
に
 
 

気
づ
い
た
。
つ
ま
り
、
捏
浩
の
天
象
に
対
す
る
知
見
は
、
じ
つ
は
決
し
 
 

て
高
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
酒
代
の
王
念
孫
は
 
『
読
書
碓
誌
』
 
に
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お
い
て
高
允
に
賛
同
し
、
「
三
月
五
星
東
升
に
架
ま
る
」
の
捏
浩
説
は
 
 

（
り
こ
 
 

誤
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
次
の
よ
う
な
程
浩
と
張
淵
と
の
議
論
が
あ
る
。
 
 

浩
日
く
、
「
（
張
）
淵
、
天
の
時
を
言
う
は
、
足
れ
其
の
職
と
す
る
 
 

所
な
り
。
形
勢
を
論
ず
る
が
若
き
は
、
彼
の
知
る
所
に
非
ず
。
斯
 
 

れ
乃
ち
洩
世
の
菌
説
常
談
に
し
て
、
之
れ
を
今
に
施
せ
ば
、
事
宜
 
 

へ
川
）
 
 
 
と
合
わ
ぎ
る
な
り
」
、
と
。
 
 

張
淵
は
北
貌
の
天
文
を
掌
る
太
史
令
で
あ
る
。
荏
浩
は
、
張
淵
は
天
象
 
 

の
運
行
は
分
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
国
内
外
の
政
治
情
勢
に
は
詳
 
 

し
く
は
な
い
と
軽
侮
し
て
い
る
。
捏
浩
は
情
勢
が
分
か
ら
ず
、
た
だ
天
 
 

象
を
観
測
す
る
だ
け
で
意
見
を
述
べ
る
の
は
無
意
味
だ
と
す
る
の
で
あ
 
 

る
。
こ
こ
に
彼
の
天
象
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
が
現
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
 
 

い
え
ば
、
彼
は
天
人
に
よ
っ
て
政
治
的
議
論
を
行
う
際
、
天
象
に
も
と
 
 

づ
く
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
実
際
の
政
治
的
情
勢
に
も
と
づ
い
て
天
象
 
 

を
解
く
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
か
 
 

初
め
、
眺
興
死
す
る
の
前
歳
、
太
史
奏
す
、
①
焚
惑
、
瓢
瓜
星
の
 
 

中
に
在
り
、
一
夜
忽
然
と
し
て
亡
失
し
、
在
る
所
を
知
ら
ず
、
と
。
 
 

（
中
略
）
浩
封
え
て
日
く
、
②
「
案
ず
る
に
春
秋
左
氏
侍
の
説
に
、
 
 

し
人
 
 

神
、
宰
に
降
り
、
其
の
至
る
の
日
、
各
お
の
其
の
物
を
以
て
祭
る
 
 
 

な
り
。
③
請
い
て
日
辰
を
以
て
こ
れ
を
推
せ
ば
、
庚
午
の
夕
、
辛
 
 

末
の
朝
、
天
に
陰
雲
有
り
。
焚
惑
の
亡
は
、
常
に
此
の
二
日
の
内
 
 

に
在
る
べ
し
。
④
庚
と
未
と
、
皆
秦
を
主
り
、
辛
を
西
夷
と
為
す
。
 
 
 

今
、
眺
興
の
戚
陽
に
掘
る
は
、
足
れ
焚
惑
秦
に
入
る
な
り
、
と
。
 
 

（
中
略
）
⑤
後
八
十
傑
日
に
し
て
、
焚
惑
果
し
て
東
井
を
出
で
て
、
 
 

け
ゆ
う
し
ゆ
 
 
 

留
守
盤
旋
し
、
秦
中
は
大
草
し
、
赤
地
た
り
て
、
良
明
の
水
禍
く
。
 
 

（
‖
）
 
 
 

⑥
明
年
、
桃
興
死
し
、
二
子
兵
を
交
え
、
三
年
に
し
て
、
闊
滅
ぶ
。
 
 
 

①
は
太
史
令
が
上
奏
し
た
天
象
で
あ
る
。
つ
ま
り
焚
恐
が
瓢
瓜
星
の
中
 
 

に
急
に
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
②
は
攫
浩
が
祭
祀
に
よ
っ
て
 
 

災
い
を
避
く
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
 
「
荘
 
 

公
三
十
二
年
」
 
に
「
秋
十
月
、
神
、
畢
 
（
国
名
）
 
に
降
る
こ
と
有
り
。
 
 

恵
王
こ
れ
を
内
史
過
（
周
大
夫
）
 
に
問
い
て
日
く
、
足
れ
何
の
故
な
ら
 
 

ん
や
、
と
」
と
あ
る
。
こ
の
例
か
ら
考
え
る
に
、
①
と
②
に
は
と
く
に
 
 

つ
な
が
り
は
な
い
。
③
は
炎
惑
が
消
え
た
時
間
で
あ
る
。
こ
の
文
の
 
 

「
日
辰
を
以
て
こ
れ
を
推
す
」
の
「
日
辰
」
に
は
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。
 
（
u
一
 
 

第
一
、
日
月
星
辰
、
第
二
、
天
干
と
地
支
、
第
三
、
時
間
。
こ
の
場
合
 
 

は
下
文
に
よ
っ
て
天
干
と
地
支
の
意
味
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
④
の
 
 

焚
惑
が
秦
に
入
る
と
は
、
即
ち
眺
興
が
秦
に
拠
る
こ
と
を
い
う
。
通
常
 
 

の
天
地
分
野
説
で
は
、
天
の
東
井
と
地
の
秦
と
は
同
じ
分
野
に
属
す
 
 

る
。
し
か
し
、
捏
浩
の
い
う
よ
う
な
天
干
と
地
文
に
よ
る
天
地
の
分
野
 
 

（
1
3
）
 
 

を
対
応
さ
せ
る
説
は
見
当
た
ら
な
い
。
庚
と
辛
は
天
干
で
あ
り
、
未
は
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地
支
で
あ
る
が
、
日
辰
で
は
天
象
の
運
行
の
時
間
し
か
計
算
で
き
な
い
 
 

の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
焚
惑
は
す
で
に
秦
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
 
 

が
、
挫
浩
の
計
算
に
よ
る
と
実
際
に
は
⑤
は
④
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
 
 

る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
の
ち
の
八
十
余
日
後
、
焚
惑
が
凍
井
か
ら
現
れ
 
 

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
第
一
に
、
捏
浩
は
炎
惑
が
既
に
秦
に
入
っ
た
 
 

と
説
明
す
る
も
の
の
、
し
か
し
ど
の
日
に
東
升
か
ら
現
れ
た
の
か
を
述
 
 

べ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
も
し
楳
漕
が
こ
の
天
象
を
観
測
し
て
い
た
と
 
 

す
れ
ば
、
炎
惑
の
運
行
を
見
通
せ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
 
 

⑤
と
⑥
と
は
天
象
の
発
生
の
結
果
で
あ
り
、
裡
浩
が
予
見
し
て
い
た
も
 
 

の
で
は
な
い
。
第
三
に
、
雄
治
は
桃
興
の
勢
力
が
衰
退
し
た
こ
と
を
知
っ
 
 

て
い
な
が
ら
、
い
つ
滅
亡
す
る
か
ま
で
は
言
っ
て
い
な
い
。
『
貌
讃
』
 
 

「
捏
浩
伝
」
に
は
、
「
昔
、
桃
興
虚
名
を
襲
う
を
好
む
も
、
実
用
無
し
。
 
 

子
の
軋
は
又
た
病
し
、
衆
、
叛
し
、
親
、
離
る
」
と
あ
る
。
捏
浩
の
議
 
 

論
を
見
て
み
る
と
、
荏
浩
は
む
し
ろ
眺
興
と
い
う
人
物
を
よ
く
調
べ
て
 
 

お
り
、
挑
興
に
関
連
す
る
多
く
の
情
報
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
 
 

て
、
正
確
な
判
断
を
下
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
崖
浩
の
政
論
と
天
 
 

象
の
発
生
と
に
は
事
実
上
つ
な
が
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

4
 
「
天
人
」
と
「
占
ト
」
 
 

『
親
書
』
 
「
捏
浩
伝
」
 
に
は
捏
浩
が
み
ず
か
ら
「
天
人
」
と
い
う
こ
と
 
 

を
述
べ
た
例
が
一
箇
所
だ
け
あ
る
。
 
 
 

琴   第   ．Ji き止   
薗   回   禦 J：く   

メ柊  開  終  開  始五   丁  始  丁  始  時  時  時  †噂   

間  間  間  間   

蚕  蕊  蛮  森  北  ・パ貯  ∫軒  やf  闘  貌  
トせ；1  

年  箭  箸   B  l玉】 7  √：〉  
布こ  2 fド  ■flこ  壬ト  号   

A  lト  ∽  こ¢   
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Ul  むユ ⊂〉  N  円 N  日   
已  契  丙  乙  干   
亥  巳  申  亥  支   
仁¢  同  同  円  水  

戴  ⊂n 凹  く∫】 ト・▲  亡Jl くエ〉  Jゝ P  ト⊃  円  告  悶  ブ   

怪  仁∩  q⊃   q〇   

仁山 仁山  ⊂人） 凹  円 Jゝ  円 Jゝ  金  

凹  ⊂）  田  田  蟄  駐  畠  闘 の  ●  藤   

田  レ〕  同  向  火  

黄  Ln くJ⊃  Ul Jゝ  同 ⊂〕  t＝〉 P  仁∩  lD  トーl  澄  纏  トー▲  凹  田   

q⊃  円  同  円  木  念 b  lト．  志 k  ⊂＞   、J 毎   ⊂n ト▲  戴 轟蚤  GO   ●●  ●   
円  円  向  l－J  ．ニヒ    I－▲  声    1＝〉  くっ   甲    トJ －  悶 凹  ⊂rl ひl  凹 t＝）  経   
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捏
浩
日
く
、
始
光
中
、
…
…
往
年
以
来
、
焚
惑
再
び
羽
林
を
守
り
、
 
 

サ
】
・
つ
告
 
 

皆
鈎
己
を
成
す
。
其
の
占
や
、
秦
亡
ぶ
な
り
。
又
今
年
、
五
星
並
 
 
 
び
に
東
方
に
出
づ
。
天
応
じ
人
和
し
、
時
会
並
び
集
ま
 

り
、
失
す
 
 

（
〓
）
 
 

べ
か
ら
ぎ
る
な
り
、
と
。
 
 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
樫
浩
の
述
べ
る
「
五
星
並
び
に
東
方
に
出
づ
」
る
天
 
 

象
の
発
生
は
太
武
帝
の
始
光
年
間
 
（
四
二
四
－
四
二
八
）
 
で
あ
る
。
し
 
 

か
し
現
代
の
天
文
計
算
に
よ
る
と
、
太
武
帝
始
光
年
間
に
五
里
の
架
会
 
 

は
な
い
。
五
星
発
会
と
は
、
（
こ
、
五
大
惑
星
は
黄
道
の
黄
経
の
六
十
 
 

魔
の
範
囲
内
に
在
る
こ
と
、
（
二
）
、
五
大
惑
星
は
太
陽
側
に
在
る
こ
と
、
 
 

（
三
）
、
各
惑
星
は
太
陽
よ
り
距
離
と
角
度
と
を
肉
眼
で
見
え
る
こ
と
。
 
 

す
な
わ
ち
木
星
、
金
星
は
太
陽
を
去
る
こ
と
十
一
度
以
上
、
土
星
、
水
 
 

星
、
火
星
は
太
陽
を
去
る
こ
と
十
五
度
以
上
で
あ
る
。
次
の
表
は
北
貌
 
 

へ
H
－
 
 

初
期
に
発
生
し
た
二
回
の
五
星
環
会
で
あ
る
。
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こ
の
こ
と
か
ら
捏
浩
は
、
実
は
天
象
を
観
測
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
 
 

な
い
か
と
い
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
彼
は
政
治
上
の
見
解
を
表
す
た
 
 

め
に
 
「
五
里
、
東
方
に
出
づ
」
 
る
こ
と
に
借
り
て
、
西
伐
に
利
す
る
こ
 
 

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
『
滞
書
』
 
「
題
 
 

充
国
伝
」
 
に
 
「
五
星
東
方
に
出
づ
。
中
国
、
大
い
に
利
す
」
と
い
う
事
 
 

例
が
あ
る
が
、
捏
浩
は
こ
の
事
例
す
ら
も
引
用
し
て
い
な
い
。
 
 
 

太
武
帝
の
始
光
中
 
（
四
二
四
－
四
二
八
）
、
朝
廷
内
に
お
い
て
安
国
 
 

の
赫
連
昌
討
伐
の
議
論
が
お
こ
っ
た
。
大
臣
ら
は
み
な
反
対
し
た
が
、
 
 

桂
浩
は
、
太
武
帝
の
赫
連
昌
の
討
伐
の
願
い
を
知
っ
て
い
た
。
『
貌
書
』
 
 

「
鉄
弗
劉
虎
列
伝
」
 
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
 
 

く
つ
け
ち
か
く
れ
ん
ぽ
つ
ぽ
つ
 
 

（
赫
連
）
 
昌
、
字
は
遠
国
、
一
名
は
折
、
屈
才
 
（
赫
連
勃
勃
）
 
の
 
 

（
川
）
 
 

第
三
子
な
り
。
既
に
位
を
借
り
て
、
年
を
承
光
 
（
四
二
五
）
 
に
改
 
 

む
。
世
祖
、
屈
才
死
し
、
諸
子
梱
い
攻
め
、
関
中
大
い
に
乱
る
を
 
 

（
1
7
）
 
 

聞
き
、
是
に
於
い
て
西
伐
す
。
 
 

こ
れ
に
よ
る
と
、
太
武
帝
は
事
前
に
赫
連
昌
に
関
し
て
相
当
の
情
報
収
 
 

集
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
臣
等
の
反
対
の
た
め
 
 

に
西
伐
の
困
難
を
感
じ
て
い
た
。
そ
の
と
き
、
樫
浩
が
天
象
の
変
化
を
 
 

借
り
て
赫
連
昌
を
攻
め
た
な
ら
必
ず
傭
て
る
と
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
 
 

太
武
帝
と
崖
浩
と
は
赫
連
動
勃
が
す
で
に
死
ん
で
い
た
こ
と
、
赫
連
昌
 
 

が
即
位
し
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
、
兄
弟
が
互
い
に
攻
め
あ
っ
て
い
る
 
 

こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
は
得
が
た
い
。
埋
浩
は
そ
れ
 
 

に
乗
じ
て
太
武
帝
の
西
伐
策
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

ま
た
つ
ぎ
の
例
を
見
て
み
る
。
 
 

太
宗
初
…
…
定
の
時
、
後
宮
に
免
有
り
、
門
宮
に
験
間
す
る
も
、
 
 

従
り
て
入
る
を
得
る
こ
と
な
し
。
太
宗
之
を
憎
し
み
、
浩
に
命
じ
 
 

ひ
ん
し
ょ
う
入
っ
 
 

て
其
の
告
徴
を
推
さ
し
む
。
浩
、
以
て
当
に
隣
国
よ
り
嫁
塘
を
貢
 
 

ぐ
者
有
る
べ
し
、
尊
応
な
り
と
為
す
。
明
年
、
桃
興
、
果
し
て
女
 
 
 

を
献
ず
。
神
瑞
二
年
…
㍍
 
 
 

免
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
崖
漕
が
 
「
告
徴
を
推
」
 
し
た
時
期
 
 

は
神
瑞
二
年
以
前
で
あ
る
。
太
宗
明
元
帝
の
在
位
年
号
は
、
永
興
 
（
五
 
 

年
間
）
、
神
瑞
 
（
三
年
間
）
、
泰
常
 
（
八
年
間
）
 
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
桃
 
 

興
の
献
女
が
決
定
し
た
時
期
は
永
興
五
年
で
あ
る
。
 
 

永
興
三
年
、
（
桃
）
 
興
、
周
智
を
し
て
朝
貢
せ
し
む
。
五
年
、
興
、
 
 

使
を
し
て
朝
貢
し
、
並
せ
て
女
を
進
む
る
こ
と
を
請
わ
し
む
。
太
 
 

（
Ⅲ
一
 
 

宗
之
を
許
す
。
 
 

永
興
五
年
十
一
月
栄
西
、
桃
興
使
を
し
て
朝
貢
せ
し
め
、
来
り
て
 
 

（
訓
）
 
 

女
を
進
む
る
こ
と
を
請
わ
し
む
。
帝
之
を
許
す
。
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す
な
わ
ち
朝
廷
に
お
い
て
は
す
で
に
永
興
五
年
に
眺
興
の
献
女
の
情
報
 
 

は
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
襟
浩
の
 
「
笛
徴
」
 
が
的
中
し
 
 

た
と
し
て
も
、
占
い
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
事
前
に
情
報
を
獲
得
し
 
 

て
い
た
か
ら
だ
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

5
 
軍
事
家
と
し
て
の
雀
浩
 
 

捏
浩
は
軍
事
的
才
能
に
秀
で
て
い
た
こ
と
で
有
名
で
あ
っ
た
。
彼
は
 
 

太
武
帝
の
征
伐
に
し
た
が
っ
て
謀
略
を
献
じ
、
重
要
な
戦
争
の
勝
利
を
 
 

得
る
た
め
に
力
を
注
い
だ
。
つ
ぎ
の
文
は
崖
漕
が
三
国
時
代
の
諸
葛
亮
 
 

を
評
論
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

夫
れ
売
の
劉
備
を
相
く
る
や
、
英
雄
奮
発
す
る
の
時
、
君
臣
相
い
 
 

”
丁
 
 
 

得
て
、
魚
水
を
喩
と
為
す
も
、
曹
氏
と
天
下
を
争
う
あ
た
わ
ず
。
 
 

由
じ
ノ
＼
 
 

荊
州
を
委
棄
し
、
巴
局
に
退
人
し
、
窮
し
き
崎
順
の
地
を
守
り
、
 
 

過
夷
の
間
に
僧
鍍
す
。
此
れ
策
の
下
な
る
も
の
に
し
て
、
題
佗
を
 
 

以
て
偶
と
為
す
べ
く
、
而
し
て
管
粛
の
亜
匹
を
以
て
、
亦
た
過
ぎ
 
 

ぎ
る
か
。
且
つ
売
は
既
に
萄
に
擦
り
、
勢
力
を
量
ら
ず
、
巌
威
切
 
 

こ
・
つ
ろ
く
 
 
 

法
、
萄
人
を
控
勒
し
、
過
夷
の
衆
を
以
て
上
図
を
抗
衡
せ
ん
と
欲
 
 

ろ
う
ゆ
う
 
 

す
。
兵
を
陳
右
に
出
し
、
再
び
祁
山
を
攻
め
、
一
た
び
陳
倉
を
攻
 
 

さ
い
き
ん
 
 

そ
ち
 
 

め
、
疏
遅
し
て
曾
を
失
い
、
推
厩
し
て
反
る
。
後
に
秦
川
に
入
り
、
 
 
 

更
に
野
戦
を
求
む
。
貌
人
其
の
意
を
知
り
、
以
て
戦
わ
ず
し
て
こ
 
 
 

れ
を
屈
す
。
窮
し
て
勢
悉
く
を
知
り
、
憤
結
し
て
中
を
攻
め
、
病
 
 

を
務
し
て
死
す
、
こ
れ
に
由
り
て
こ
れ
を
言
え
ば
、
豊
に
古
の
尊
 
 

（
2
1
）
 
 

脾
の
、
見
て
難
を
知
る
べ
き
に
合
せ
ん
や
。
 
 

挺
浩
は
諸
葛
亮
を
五
つ
の
点
か
ら
批
評
し
て
い
る
。
第
一
に
、
諸
葛
亮
 
 

は
劉
備
を
補
佐
し
て
曹
操
と
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
 
 

第
二
に
、
萄
に
入
っ
て
劉
備
に
帝
を
僧
称
さ
せ
た
の
は
下
策
で
あ
る
こ
 
 

と
。
第
三
に
、
諸
葛
亮
が
自
ら
管
仲
に
擬
え
る
の
は
言
い
す
ぎ
で
あ
る
 
 

こ
と
。
第
四
に
、
勢
力
は
曹
操
に
及
ん
で
い
な
い
の
に
、
さ
ら
に
野
戦
 
 

を
求
め
よ
う
と
し
た
こ
と
。
第
五
に
、
結
局
志
が
叶
わ
ず
死
亡
し
た
こ
 
 

と
。
こ
こ
で
楳
漕
が
述
べ
て
い
る
こ
と
は
す
べ
て
歴
史
的
事
実
で
あ
 
 

り
、
正
し
い
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
捏
 
 

浩
の
諸
葛
蒐
に
対
す
る
評
価
は
冷
厳
で
あ
り
、
合
理
的
で
あ
る
。
崖
浩
 
 

の
も
つ
資
質
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

つ
ぎ
は
径
浩
が
世
祖
に
従
っ
て
征
伐
す
る
と
き
に
発
生
し
た
出
来
事
 
 

で
あ
る
。
 
 

禽
、
風
雨
の
束
南
よ
り
来
る
こ
と
有
り
、
沙
塵
あ
り
て
昏
冥
す
。
 
 

官
省
題
侃
進
み
て
日
く
、
今
、
風
雨
、
賊
の
後
よ
り
来
れ
ば
、
我
 
 

は
向
か
い
、
彼
は
背
に
す
。
天
、
人
を
助
け
ず
、
将
士
は
飢
渇
す
。
 
 

願
わ
く
は
陛
下
、
こ
れ
を
避
け
、
更
め
て
後
日
を
待
た
ん
こ
と
 
 

を
、
と
。
崖
浩
日
く
、
足
れ
何
の
言
い
か
。
千
日
膳
を
刺
し
、
一
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日
の
中
に
豊
に
攣
易
を
得
ん
や
。
賊
、
前
は
行
み
て
止
ま
ら
ず
、
 
 

後
は
己
に
離
絶
す
。
宜
し
く
軍
を
分
け
て
隠
出
し
、
不
意
を
掩
撃
 
 

（
明
仙
－
 
 

す
べ
し
。
風
道
は
人
に
在
り
、
豊
に
常
有
ら
ん
や
、
と
。
 
 

赫
連
昌
と
対
戦
し
て
い
る
と
き
、
突
然
大
風
が
敵
の
方
か
ら
吹
い
て
き
 
 

た
。
昏
官
題
悦
は
追
撃
中
止
を
主
張
し
た
が
、
捏
浩
は
 
「
風
迫
は
人
に
 
 

在
り
、
崖
に
常
有
ら
ん
や
」
と
述
べ
て
さ
ら
に
追
撃
を
か
け
よ
う
と
し
 
 

た
。
こ
れ
は
捏
浩
が
軍
事
面
に
お
け
る
チ
ャ
ン
ス
把
握
の
能
力
が
す
ぐ
 
 

れ
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
『
朱
子
語
類
』
 
に
は
捏
浩
が
張
 
 

艮
、
諸
葛
発
と
と
も
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
 
 

子
房
・
孔
明
の
人
品
を
問
う
。
日
く
、
子
屏
は
全
く
足
れ
黄
老
な
 
 

ま
 
 

り
、
皆
黄
石
の
一
掃
の
中
よ
り
来
る
。
（
中
略
）
 
孔
明
の
学
術
は
 
 

亦
た
甚
だ
稚
な
り
、
と
。
（
中
略
）
 
又
問
う
、
捏
浩
は
如
何
、
と
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
つ
二
う
て
い
じ
ん
 
 
 
 
 
 
（
m
）
 
 

日
く
、
也
た
足
れ
博
治
底
人
な
り
、
と
。
 
 

周
知
の
よ
う
に
張
艮
と
諸
葛
克
と
は
と
も
に
軍
事
家
と
し
て
著
名
で
あ
 
 

る
が
、
こ
こ
に
経
浩
の
名
前
も
並
列
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
 
 

捏
浩
の
軍
事
的
才
能
は
歴
史
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
 
 

し
て
彼
の
そ
の
軍
事
的
才
能
は
、
じ
つ
は
情
報
収
集
と
い
う
こ
と
に
深
 
 

く
結
び
つ
い
て
い
た
。
 
 

（
2
・
1
）
 
 
 

朝
廷
の
礼
儀
、
俊
文
簡
詔
、
軍
国
の
書
記
、
尺
、
く
浩
と
関
わ
る
。
 
 

こ
の
例
に
よ
っ
て
、
雄
治
は
朝
廷
の
諸
方
面
の
情
報
に
接
触
す
る
こ
と
 
 

が
で
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
皇
帝
に
上
奏
さ
れ
る
ま
え
に
、
彼
は
す
で
 
 

に
情
報
を
掘
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
う
し
た
情
報
に
も
と
づ
き
 
 

つ
つ
、
軍
事
に
も
政
治
に
も
、
す
ぐ
れ
た
結
果
を
残
し
て
い
た
の
で
 
 

あ
っ
た
。
『
醜
吉
』
 
「
捏
浩
伝
」
に
捏
浩
へ
の
史
官
の
評
価
と
し
て
つ
ぎ
 
 

の
よ
う
な
文
が
あ
る
。
 
 

医
浩
は
才
芸
通
博
し
、
天
人
を
究
賢
し
、
政
事
の
詩
策
は
、
時
に
 
 

た
ぐ
い
（
2
5
〉
 
 
 
之
に
二
す
る
莫
し
。
此
れ
其
れ
自
ら
を
子
房
に
比
う
る
所
以
な
り
。
 
 

史
官
は
三
点
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
に
、
「
天
人
」
 
で
あ
る
。
第
二
に
、
 
 

政
治
的
見
解
の
高
明
で
あ
る
。
第
三
に
、
軍
事
の
才
能
で
あ
る
。
上
述
 
 

の
よ
う
に
桂
浩
は
実
際
に
は
天
人
に
精
通
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
 
 

捏
浩
は
た
し
か
に
す
ぐ
れ
た
政
治
的
才
能
・
軍
事
的
才
能
を
も
っ
て
い
 
 

た
。
そ
し
て
彼
の
そ
の
政
治
的
才
能
は
、
実
は
情
報
の
収
集
と
い
う
こ
 
 

と
に
支
え
ら
れ
て
発
押
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

6
 
結
 
論
 
 

上
述
の
考
察
を
通
じ
て
、
「
捏
浩
伝
」
 
の
 
「
天
人
の
際
」
は
ほ
と
ん
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ど
虚
構
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
崖
浩
は
自
分
の
政
治
的
見
解
を
 
 

補
強
す
る
た
め
に
、
天
象
を
借
り
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
歴
 
 

史
を
編
修
す
る
史
官
は
こ
と
の
真
偽
を
検
証
し
な
い
ま
ま
に
記
載
を
お
 
 

こ
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
記
述
が
 
『
北
史
』
 
『
新
唐
書
』
 
『
旧
五
代
史
』
 
 

『
新
五
代
史
』
 
に
ま
で
影
響
を
与
え
、
そ
の
評
価
が
続
い
て
き
た
の
で
 
 

あ
っ
た
。
も
と
も
と
『
貌
書
』
 
に
程
浩
の
「
天
人
思
想
」
が
記
録
さ
れ
 
 

た
の
は
、
一
つ
に
は
太
宗
の
明
元
帝
が
躍
浩
を
賞
賛
し
た
事
実
が
あ
っ
 
 

（
飾
）
 
 

た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
ま
た
北
貌
初
期
の
皇
 
 

帝
は
み
な
天
人
思
想
を
篤
く
信
じ
て
い
た
と
い
う
背
景
も
見
逃
せ
な
 
 

（
2
7
）
 
い
。
捏
浩
は
そ
う
し
た
背
景
の
中
で
天
人
思
想
に
依
拠
す
る
政
論
を
行
 
 

い
、
そ
れ
が
成
功
を
お
さ
め
た
た
め
、
史
書
に
そ
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
 
 

た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
が
政
治
的
に
も
成
功
を
収
め
、
軍
事
的
 
 

に
も
成
功
を
収
め
た
の
は
、
実
際
は
天
人
思
想
そ
の
も
の
に
よ
っ
た
の
 
 

で
は
な
く
、
情
報
を
適
確
に
把
握
し
、
そ
れ
を
適
切
に
遂
行
で
き
た
か
 
 

ら
で
あ
っ
た
。
 
 

注
 
 

T
）
「
国
家
将
有
失
道
之
敗
、
天
乃
先
山
災
異
以
謎
菖
之
。
不
知
自
省
、
又
出
怪
奥
 
 

以
暫
憾
之
。
尚
不
知
変
、
面
傷
敗
乃
至
」
。
（
『
滞
沓
』
「
東
仲
野
伝
」
）
 
 

（
2
）
李
梵
「
第
一
草
 
皇
権
初
建
」
（
『
北
醜
平
城
時
代
』
 
血
六
貫
、
社
会
科
学
文
 
 

献
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
。
 
 

（
3
）
樫
浩
、
字
は
伯
淵
、
滑
河
の
東
武
城
（
今
、
山
東
武
城
西
）
 
の
人
。
醜
の
司
 
 

空
林
の
ヒ
世
の
孫
。
骨
阻
悦
は
、
石
筆
施
に
仕
え
、
阻
潜
は
、
恭
客
瞭
に
仕
 
 

え
た
。
父
は
宏
、
字
は
玄
伯
、
白
馬
公
を
賜
る
。
程
漕
は
弱
冠
に
し
て
虚
飾
 
 

と
な
り
、
の
ち
司
徒
と
な
っ
た
。
か
つ
て
麗
謙
之
と
聯
合
し
て
仏
教
を
滅
ぼ
 
 

号
つ
と
し
た
。
『
孝
経
』
還
翌
巴
『
詩
』
『
尚
宙
』
『
春
秋
這
『
礼
記
』
『
周
易
』
 
 

『
食
経
』
に
注
し
、
ま
た
『
五
黄
元
暦
』
を
著
し
た
。
『
隋
苫
』
「
軽
籍
志
」
 
 

に
『
周
易
』
十
巻
、
『
急
就
車
』
二
巻
、
『
暦
数
』
一
巻
、
『
賦
集
』
八
十
巻
が
 
 

記
さ
れ
て
い
る
。
『
北
史
』
「
捏
宏
伝
」
に
捏
浩
の
 
『
晋
後
沓
』
五
十
余
巻
が
 
 
 

載
る
。
ま
た
『
全
上
古
三
代
秦
準
二
国
六
和
文
』
「
全
後
貌
文
」
第
二
十
二
巻
 
 

に
文
十
筋
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
4
）
「
後
貌
神
瑞
二
年
十
二
月
、
焚
感
在
観
瓜
星
中
、
一
夕
忽
亡
、
不
知
所
在
。
崖
 
 

浩
以
日
辰
推
之
、
日
、
庚
午
之
夕
、
辛
未
之
朝
、
天
有
陰
雲
。
炎
惑
之
亡
、
 
 

在
此
二
日
。
庚
午
未
皆
主
薬
、
辛
為
西
夷
。
今
眺
興
撼
戚
陽
、
足
焚
惑
入
寮
 
 
 

央
。
共
後
炎
慈
果
出
来
井
、
留
守
盤
旋
、
秦
中
大
早
赤
地
、
昆
明
水
端
。
明
 
 

年
、
桃
興
死
、
二
子
交
兵
、
三
牛
、
圃
滅
。
」
 
（
『
新
暦
番
』
 
「
志
第
十
七
下
、
 
 

歴
三
下
」
）
。
 
 

（
5
）
「
有
替
者
張
濯
自
首
知
術
数
、
事
太
白
山
神
。
其
神
岡
即
元
現
時
裡
浩
廟
也
」
 
 

（
『
旧
五
代
史
』
「
末
帝
紀
上
」
）
。
「
有
皆
者
張
潅
、
自
吉
事
太
白
山
神
。
神
、
 
 

塊
樫
浩
也
、
其
言
吉
凶
無
不
中
」
 
（
『
析
五
代
史
』
「
劉
延
朗
伝
」
）
。
 
 

（
6
）
操
浩
に
関
す
る
先
行
論
文
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
雄
治
殺
賓
の
政
治
的
事
件
 
 

を
め
ぐ
っ
て
の
研
究
で
あ
り
、
樫
漕
の
天
人
思
想
に
つ
い
て
の
研
究
は
あ
ま
 
 

り
な
い
。
軽
油
の
誅
殺
事
件
を
め
ぐ
る
論
文
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
 
 

る
。
牟
潤
孫
「
捏
浩
輿
其
政
敵
」
 
（
『
椰
仁
学
誌
』
十
巻
、
一
、
二
期
、
一
九
 
 

四
こ
。
陳
賽
格
「
挫
酒
興
庖
謙
之
」
 
（
『
頼
商
学
報
』
十
一
巻
、
第
一
期
、
一
 
 

九
五
〇
）
。
王
伊
同
「
裡
漕
国
書
獄
癖
疑
」
 
（
『
滴
準
学
報
』
新
一
巻
二
期
、
一
 
 

九
五
七
）
。
石
田
徳
行
「
朗
族
政
権
下
に
お
け
る
渾
人
資
族
－
再
び
捉
浩
被
 
 

誅
事
件
を
中
心
と
し
て
」
 
（
『
山
崎
宏
先
生
退
官
記
念
東
洋
史
論
集
』
大
安
番
 
 

店
、
山
九
六
七
）
。
周
一
良
「
関
干
穣
治
国
史
之
獄
」
（
『
中
華
文
史
論
叢
』
四
 
 

朋
、
一
九
八
〇
）
。
陳
溺
平
・
陳
瀬
玉
「
槌
浩
之
誅
輿
民
族
矛
盾
何
千
」
 
（
『
民
 
 

族
研
究
』
一
九
八
二
、
第
瓦
斯
）
。
莫
久
憩
「
北
塊
前
期
政
治
中
的
民
族
間
題
 
 

和
粗
浩
之
誹
」
 
（
『
醜
晋
南
北
朝
史
研
究
』
四
川
省
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
 
 

九
八
六
）
。
川
本
芳
昭
「
祭
穐
太
子
と
粗
漕
－
北
貌
太
武
帝
に
よ
る
廉
価
前
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彼
の
政
局
を
め
ぐ
っ
て
」
 
（
『
東
方
学
』
第
九
十
一
輝
、
東
方
学
会
、
一
九
九
 
 

六
）
。
 
 

（
7
）
 
「
三
年
、
彗
星
出
天
津
、
人
太
徴
、
経
北
斗
、
絡
紫
徴
、
犯
天
槽
。
八
十
僚
日
、
 
 

至
渾
而
減
。
（
中
略
）
浩
日
、
古
人
有
言
。
夫
災
異
之
生
、
由
人
而
起
。
人
無
 
 

髄
焉
、
妖
不
自
作
。
故
人
失
於
下
、
則
攣
見
於
上
。
天
事
恒
象
、
百
代
不
易
。
 
 

浬
書
載
、
王
葬
纂
位
之
前
、
彗
星
出
入
、
正
輿
今
岡
。
国
家
主
尊
臣
卑
、
上
 
 

下
有
序
、
民
無
輿
望
。
唯
倍
音
卑
削
、
主
鰭
臣
強
、
累
世
陵
遅
。
故
桓
玄
道
 
 

奪
、
割
裕
乗
機
。
彗
学
者
、
悪
気
之
所
生
。
定
為
僧
背
幡
滅
、
劉
裕
敏
之
之
 
 

應
也
」
。
（
『
貌
酋
』
 
「
裡
浩
伝
」
）
 
 

（
8
）
 
「
時
浩
集
諸
術
士
、
考
校
浬
元
以
来
、
日
月
薄
蝕
、
五
星
行
度
、
弁
識
前
史
之
 
 

失
。
別
為
塊
暦
、
以
示
允
。
允
日
、
天
文
暦
数
不
可
空
論
。
未
着
言
達
者
必
 
 

先
験
於
近
。
且
瀕
元
年
冬
十
月
、
五
星
雅
於
東
井
、
此
乃
暦
術
之
浅
。
今
誠
 
 

瀕
史
、
而
不
覚
此
詔
、
恐
後
人
誠
今
猶
今
之
誠
古
。
漕
日
、
所
謬
云
何
。
允
 
 

日
、
案
星
個
、
金
水
二
星
常
附
日
而
行
。
冬
十
月
、
日
在
尾
箕
、
昏
授
於
申
 
 

南
、
而
束
井
方
出
於
常
北
。
T
一
星
何
因
背
日
而
行
。
定
史
官
欲
神
其
事
、
不
 
 

復
推
之
於
理
。
浩
日
、
欲
為
欒
者
何
所
不
可
。
君
伺
不
疑
三
塁
之
緊
、
両
性
 
 

二
星
之
来
。
允
日
、
此
不
可
以
空
言
争
、
宜
更
智
之
。
（
中
略
）
練
成
鯨
、
浩
 
 

謂
允
日
、
先
所
論
者
、
本
不
注
心
。
及
更
考
究
、
果
細
君
語
。
以
前
三
月
韓
 
 

於
東
井
、
非
十
月
也
」
。
（
『
親
書
』
 
「
高
充
伝
」
）
 
 

（
9
）
 
「
瀬
元
年
十
月
五
星
界
於
東
邦
、
以
歴
推
之
、
従
歳
星
也
。
劉
敬
白
、
撲
歴
太
 
 

白
辰
星
去
日
率
不
能
一
両
次
、
今
十
月
而
従
歳
星
於
東
沖
非
理
也
。
然
別
五
 
 

星
以
秦
之
十
月
巽
東
井
耳
。
秦
之
十
月
今
之
七
月
、
日
当
在
兼
尾
、
故
太
白
 
 

辰
星
得
従
歳
星
也
。
引
之
日
、
此
用
捏
浩
前
三
月
韓
於
東
沖
之
説
（
見
塊
讃
 
 

高
充
伝
）
 
其
実
非
也
。
下
文
嘗
謂
張
耳
東
井
秦
地
、
潟
王
人
秦
五
星
従
歳
星
 
 

畢
、
当
以
鶉
取
天
下
、
定
五
星
環
束
井
在
入
寮
之
月
。
南
紀
日
、
秦
三
年
九
 
 

月
、
超
高
立
二
世
子
嬰
為
秦
王
、
下
送
云
元
年
冬
十
月
五
星
環
於
碓
井
、
揃
 
 

公
至
顧
上
、
秦
王
子
嬰
封
皇
帝
塵
符
節
降
損
遺
徳
、
定
入
寮
在
十
月
、
上
輿
 
 

九
月
相
接
、
非
建
亥
之
月
而
何
、
若
七
月
、
則
肺
公
猶
未
入
寮
、
不
足
冶
受
 
 

命
之
符
寅
。
史
記
胡
蒼
伝
、
張
斎
為
計
相
時
緒
正
紳
歴
以
高
祖
十
月
始
至
覇
 
 

（
‖
）
 
 

（
‖
）
 
 

（
1
5
）
 
 

上
、
国
政
泰
時
以
十
月
為
歳
首
弗
革
、
若
以
十
為
今
七
月
、
則
非
秦
之
歳
首
 
 

央
。
拠
秦
楚
之
際
月
表
、
歳
首
建
十
月
而
終
於
九
月
、
其
弟
四
月
避
諦
改
正
 
 

月
為
端
月
、
瀬
高
恋
文
景
紀
及
元
封
六
年
以
前
、
正
月
皆
在
弟
四
月
、
無
以
 
 

十
月
為
正
月
者
、
亦
無
以
七
月
為
十
月
者
、
蓋
秦
用
紙
碩
暦
、
自
正
月
建
寅
 
 

至
十
二
月
建
丑
、
未
嘗
易
其
次
也
。
豊
得
謂
秦
之
十
月
今
七
月
乎
 
（
所
見
南
 
 

紀
春
正
月
下
）
。
十
月
五
星
棄
粟
井
乃
事
之
必
知
者
、
高
允
以
為
史
官
欲
神
其
 
 

事
、
不
復
推
之
於
理
 
（
見
高
允
伝
）
 
定
也
。
必
欲
強
為
之
説
、
以
選
就
之
則
 
 

謬
秦
」
。
（
王
念
孫
『
読
酋
雑
誌
』
「
渾
雷
志
第
五
巻
、
十
月
五
星
野
於
東
井
」
）
。
 
 

「
浩
日
、
淵
言
天
晴
、
是
其
所
職
。
若
輪
形
勢
、
非
彼
所
知
。
斯
乃
撰
世
啓
説
 
 

常
談
。
施
之
於
今
、
不
合
事
宜
也
」
。
（
『
醜
宙
』
 
「
裡
漕
伝
」
）
 
 

『
貌
酋
』
「
捏
浩
伝
」
を
参
照
。
ま
た
こ
の
文
は
注
（
4
）
 
の
『
新
暦
寄
』
「
志
 
 

第
十
七
暦
三
下
」
と
同
じ
。
 
 

第
一
に
、
日
月
星
辰
。
『
史
記
』
 
「
暦
苔
」
 
に
「
至
今
上
即
位
、
（
中
略
）
 
然
後
 
 

日
辰
之
度
与
夏
正
岡
」
と
あ
る
。
第
二
に
、
天
干
と
地
文
。
『
論
衡
』
 
「
詰
問
」
 
 

に
「
日
十
而
辰
十
二
、
日
辰
相
配
、
放
甲
与
子
連
」
と
あ
る
。
第
三
に
、
時
 
 

間
。
『
旧
五
代
史
』
 
「
酋
書
、
少
帝
紀
第
三
」
に
 
「
即
便
北
伐
、
不
娼
先
定
日
 
 

辰
」
と
あ
る
。
 
 

『
湖
西
』
「
地
理
志
」
、
張
双
梯
『
推
南
子
校
釈
』
「
天
文
訓
」
 
（
三
八
五
頁
、
北
 
 

京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
）
、
劉
楽
瞥
『
馬
重
雄
天
文
考
釈
』
 
「
第
五
車
日
 
 

月
風
雨
雲
気
占
」
 
（
一
八
九
頁
、
中
山
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）
。
こ
の
三
 
 

つ
の
天
地
分
野
説
は
、
み
な
天
官
の
東
井
、
幽
鬼
と
地
の
秦
と
対
応
し
て
い
 
 

る
。
挫
浩
の
よ
う
に
天
干
と
地
文
を
用
い
て
天
の
東
沖
と
対
応
さ
せ
る
説
は
 
 

見
当
た
ら
な
い
。
な
お
小
鳥
祐
馬
「
天
地
分
野
説
と
古
代
中
国
人
の
信
仰
」
 
 

（
『
古
代
中
国
研
究
』
四
凹
貢
、
筑
摩
讃
屑
、
昭
和
四
十
三
牛
）
 
参
照
。
 
 

「
虔
浩
日
、
始
光
中
、
…
…
往
年
以
来
、
焚
惑
再
守
羽
林
、
皆
成
鈎
己
、
其
占
 
 

秦
亡
。
又
今
年
、
五
星
並
山
東
方
。
天
応
人
利
、
暗
合
並
集
、
不
可
失
也
」
。
 
 
 

（
『
貌
書
』
 
「
捏
浩
伝
」
）
 
 

江
暁
原
「
古
今
玉
屋
韓
一
覧
表
」
 
（
『
回
天
 
－
 
武
重
伐
耐
与
天
文
歴
史
年
代
 
 

学
』
 
二
七
二
頁
、
二
七
六
貢
、
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
。
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（
1
6
）
『
晩
春
』
「
鉄
弗
劉
虎
列
伝
」
は
「
永
光
」
に
作
る
。
『
過
重
「
赫
連
朝
潮
」
 
 

は
「
承
光
」
に
作
る
。
『
北
史
』
「
僧
偽
附
櫛
列
伝
」
も
「
革
光
」
に
作
る
。
 
 

今
、
『
北
史
』
 
に
依
る
。
 
 

（
け
）
 
「
昌
、
字
遠
国
、
一
名
折
、
屈
才
之
第
三
子
也
。
既
僧
位
、
改
年
承
光
。
世
祖
 
 

聞
屈
才
死
、
諸
子
相
攻
、
間
中
大
乱
、
於
足
酉
伐
」
。
（
『
貌
酋
』
「
粒
浩
伝
」
）
 
 

（
1
8
）
「
太
宗
初
…
…
定
時
、
有
免
在
後
宮
、
験
間
門
官
、
無
従
得
人
。
太
宗
怪
之
、
 
 

命
浩
推
其
告
徴
。
浩
以
為
当
有
隣
国
質
嘩
帰
着
、
音
応
血
。
明
年
、
桃
興
果
 
 

献
女
。
紳
輔
二
牛
…
…
」
。
（
『
貌
酋
』
「
樫
浩
伝
」
）
 
 

（
1
9
）
「
永
興
三
年
、
（
眺
）
興
遵
周
智
朝
貢
。
五
年
、
興
遣
使
朝
薯
、
並
調
進
女
、
 
 

太
宗
許
之
」
。
（
『
魂
酋
』
「
苑
桃
甚
列
伝
」
）
 
 

（
2
0
）
「
永
興
五
年
十
一
月
巽
西
、
桃
興
遣
使
朝
貢
、
来
請
進
女
、
帝
許
之
。
（
『
醜
沓
』
 
 

「
太
宗
紀
」
）
 
 

（
む
「
夫
権
之
相
（
劉
）
備
、
英
雄
衝
発
之
時
、
君
駐
相
得
、
魚
水
為
喩
、
而
不
能
 
 

輿
曹
氏
寧
天
下
。
委
棄
荊
州
、
退
入
巴
筍
、
守
駒
崎
順
之
地
、
僧
既
過
夷
之
 
 

間
。
此
策
之
下
者
、
可
以
退
化
為
偶
、
而
以
管
腑
之
亜
匹
、
不
亦
過
平
。
且
 
 

尭
既
描
筍
、
弗
畳
勢
力
、
厳
成
田
法
、
控
勒
軍
人
、
欲
以
邁
爽
之
衆
抗
衡
上
 
 

図
。
出
兵
靴
右
、
再
攻
祁
山
、
一
攻
陳
倉
、
疏
過
央
骨
、
樅
吸
而
反
。
後
人
 
 

秦
川
、
更
求
野
戦
。
魂
人
知
其
意
、
以
不
戦
屈
之
。
知
窮
勢
遜
、
憤
結
攻
中
、
 
 

鎗
病
而
死
。
由
定
言
之
、
畳
合
古
之
啓
潤
、
見
可
知
搬
平
」
。
（
『
北
史
』
「
毛
 
 

修
之
列
伝
」
）
 
 

（
召
「
骨
有
風
雨
従
来
南
釆
、
沙
魔
昏
冥
。
官
省
剋
侃
進
日
、
今
風
雨
従
賊
後
発
、
 
 

我
向
彼
背
、
天
不
助
人
、
牌
士
飢
渇
、
願
陛
下
避
之
、
更
緯
線
日
。
拉
浩
日
、
 
 

足
何
言
敗
、
干
日
制
勝
、
一
日
之
中
豊
得
攣
易
、
賊
前
行
不
止
、
後
已
離
絶
、
 
 

宜
分
軍
陣
出
、
掩
撃
不
意
、
風
道
在
人
、
畳
有
常
也
」
。
『
貌
酋
』
「
樫
浩
伝
」
 
 

を
参
照
。
ま
た
『
避
典
』
 
「
兵
七
、
声
雷
退
誘
敵
破
之
」
巻
一
五
四
と
同
じ
。
 
 

（
聖
「
間
子
厨
孔
明
人
品
。
日
、
子
塀
全
是
黄
老
、
皆
自
費
石
一
締
中
架
。
（
中
略
）
 
 

孔
明
学
術
亦
甚
雅
。
（
中
略
）
又
問
、
捏
浩
如
何
、
日
、
也
足
簡
博
治
庶
人
」
。
 
 

（
『
栄
子
語
類
』
「
歴
代
二
」
巻
一
三
五
）
 
 

（
墾
「
朝
廷
礼
儀
、
俊
文
策
謂
、
軍
国
酋
記
、
尺
、
閏
於
浩
」
。
（
『
貌
番
』
「
挫
浩
伝
」
）
 
 

「
雄
治
才
芸
適
博
、
究
覧
天
人
、
政
事
帝
策
、
時
英
之
二
、
此
某
所
以
自
比
於
 
 

子
虜
也
」
。
（
『
貌
番
』
 
「
樫
浩
伝
」
）
 
 

「
樫
浩
博
聞
強
識
、
精
子
天
人
之
会
」
（
太
宗
語
）
 
（
『
醜
讃
』
「
控
漕
伝
」
）
 
 

『
貌
沓
』
「
太
祖
紀
」
に
「
…
：
天
人
具
協
、
…
…
天
人
会
合
」
と
あ
る
。
『
塊
 
 

書
』
「
太
宗
紀
」
に
「
天
人
之
意
」
と
あ
り
、
『
貌
酋
』
「
世
祖
紀
」
に
「
天
人
 
 

之
会
」
と
あ
る
。
 
 

（
ソ
ン
・
ケ
ン
ホ
ウ
 
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
 
 

人
文
社
会
科
学
研
究
科
 
哲
学
・
思
想
専
攻
）
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